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こなうことにならないだろうか。そこで、平成 28 年 12 月の中央教育審議会答申 2)、新
幼稚園教育要領の示すところを読み解きながら、実践に関わる保育者が、今回改訂の育
みたい幼児の資質能力をどう読み解いて理解していくべきなのか、どう実践につなげて
いくかを問いながら、A 幼稚園での 2 名の園児の事例を通して、子どもの姿を捉えて検
討していきたいと考えている。 
















































































































a．調査対象者：H 県 N 市私立幼稚園に通う 5 歳児、40 名を対象とする。登園後、午前
中に好きな遊びや保育者の計画した活動を行う子どもを一人 20分間の観察し記録をとる。 
観察時間については予備調査を通して、ある程度の子どもの活動のまとまりが捉えら
れる時間を 20 分間と想定した。 
 
b．調査日時：本分析は 2017 年 3 月、2017 年 10 月の 2 日間の調査日の記録を扱う。登


































本研究の分析事例は 5 歳児の 2 事例である。表 1．表 3 は 2017 年 3 月 9 日、L 児の「暴
れゴマ回し対決」、表 2．表 4．は 2017 年 11 月 2 日、R 児の「雲梯、縄跳び応援」の活
動の展開を検討した。R 児は 2 学期後半、L 児は 3 学期卒園時期の事例である。先に、幼
児の主体的・対話的で深い学びについて示す文言から想定した「ア.自らまわりに関わる」
「イ.他者と対話する」「ウ.自分なりの課題と向き合い遂行する」の学びの視座及びどれ
にも属さない「エ．その他」の分類項目を、園の関係者 1 名、大学教員 2 名によって検
討し、2 名以上が一致した項目について分類した記号を記載している。薄赤色の欄は 3 名
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